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分岐プール額に関する規程の一部を改正する規程 

分岐プール額に関する規程（平成１０年長岡京市水道事業管理規程第５号）の一部を次

のように改正する。 

改正後 改正前 

（分岐プール額） （分岐プール額） 

第２条 【略】 第２条 【略】 

２ 昼間新設施工の場合は、次の表のとお

りとする。 

２ 昼間施工の場合は、次の表のとおりと

する。 

給水装置

口径 

砂利道 舗装道 

１３ミリ

メートル

及び２０

ミリメー

トル 

１７２，０００

円 

２８８，０００

円 

２５ミリ

メートル 

２１８，０００

円 

３４３，０００

円 

４０ミリ

メートル 

５２６，０００

円 

９１６，０００

円 

５０ミリ

メートル 

７２６，０００

円 

１，０６４，０

００円 

７５ミリ

メートル 

１，４９８，０

００円 

２，０８６，０

００円 

１００ミ

リメート

ル 

１，８３３，０

００円 

２，４５７，０

００円 

１５０ミ

リメート

ル 

３，１１５，０

００円 

４，１７６，０

００円 

２００ミ

リメート

ル 

５，２９５，０

００円 

７，０９８，０

００円 

２５０ミリメートル以上は、長岡京市水道

給水装置

口径 

砂利道 舗装道 

１３ミリ

メートル 

１２３，０００

円 

２２１，０００

円 

２０ミリ

メートル 

 

１４３，０００

円 

２４０，０００

円 

２５ミリ

メートル 

１８２，０００

円 

２８６，０００

円 

４０ミリ

メートル 

３５１，０００

円 

６１１，０００

円 

５０ミリ

メートル 

５５９，０００

円 

８１９，０００

円 

７５ミリ

メートル 

１，０７９，０

００円 

１，３９１，０

００円 

１００ミ

リメート

ル 

１，８３３，０

００円 

２，４５７，０

００円 

１５０ミ

リメート

ル 

３，１１５，０

００円 

４，１７６，０

００円 

２００ミ

リメート

ル 

５，２９５，０

００円 

７，０９８，０

００円 

２５０ミリメートル以上は、管理者が別に
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改正後 改正前 

事業管理者（以下「管理者」という。）が

別に定める。 
 

定める。 
 

３ 昼間撤去施工の場合で、公道又は公道

とみなされる場所で実撤去工事が施工さ

れるときは、次の表のとおりとする。 

【加える】 

給水装置

口径 

砂利道 舗装道 

全口径１

装置につ

き 

４０，０００円 ７０，０００円 

 

 

４ 交通量その他の理由により夜間施工が

必要となる場合は、前２項に定める金額

に３５パーセントを加算した額とする。 

３ 交通量その他の理由により夜間施工が

必要となる場合は、前項に定める金額に

３５パーセントを加算した額とする。 

５ 申込者の都合により、止水栓までの分

岐工事のみの申込みの場合は、第２項及

び第４項に定める額に５，０００円を加

算した額とする。 

４ 申込者の都合により、止水栓までの分

岐工事のみの申込みの場合は、前２項に

定める額に５，０００円を加算した額と

する。 

（分岐プール額の減額） （分岐プール額の減額） 

第４条 第２条の規定にかかわらず、次に

該当する場合は、別に定める基準により

分岐プール額を減額することができる。 

第４条 第２条の規定にかかわらず、次に

該当する場合は、別に定める基準により

分岐プール額を減額することができる。 

⑴ 【略】 ⑴ 【略】 

⑵  第２条第２項に定める舗装道の分岐 

プール額を適用する場合で、次のいず 

れかの工事施工時期と同時期の申込み 

で、上下水道部において分岐部分の舗 

装復旧工事を施工する必要がないと 

き。 

⑵ 第２条に定める舗装道の分岐プール

額を適用する場合で、次のいずれかの

工事施工時期と同時期の申込みで、上

下水道部において分岐部分の舗装復旧

工事を施工する必要がないとき。 

ア～エ 【略】 ア～エ 【略】 

オ 給水工事申請者の自己都合による

工事 

【加える】 

カ その他管理者が認める工事 オ その他長岡京市水道事業管理者が
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改正後 改正前 

認める工事 

２ 前項第２号オにより減額する額は、同

号アからエまで及びカにより減額する場

合の減ずる金額に２分の１を乗じて得た

金額とする。 

【加える】 

３ 第１項の規定による減額は、重複させ

ることができる。 

２ 前項の規定による減額は、重複させる

ことができる。 

附 則 

（施行期日） 

１ この規程は、平成２８年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ 改正後の分岐プール額に関する規程の規定は、この規程の施行の日の受付分から適用

する。 


